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1 はじめに 

1.1 背景および目的 

SOI ASIAプロジェクトは、日本国内にある高等教育の資源をインターネットとデジタル技術
を有効に利用し、実証実験を通して、アジア諸国の高等教育に貢献するための手法を確立するこ

とを目的としたプロジェクトである。 

WIDE プロジェクトは、インターネット基盤上での新しい高等教育の在り方を研究する
SOI(School of Internet) プロジェクトを 1997年に開始した。以来、世界中の学ぶ意欲のある誰
もが、「いつでも・どこでも」大学レベルの高品質な教育と出会える環境の構築を目標に、イン

ターネット上に大学教育活動を実現し、実証実験を通して研究活動を続けている。一方 WIDE
プロジェクトは、1996年に AI3プロジェクトを発足し、衛星通信技術を利用したインターネッ
ト基盤の構築とその利用に関する研究を開始した。2001年春の時点でアジア 7カ国の教育研究
機関をパートナーに持ち、各地に衛星地球局を設置してインターネット技術の研究を進めてき

た。 

一般的に、アジアにおける IT人材育成に対して、日本に期待されるところは大きい。地理的
に近いこと、時差が少ないことを利用して、アジアと日本の人材育成における協力関係の充実が

求められているが、まだその具体的な手法は確立されていない。本プロジェクトは、AI3プロジ

ェクトが提供する衛星インターネット研究基盤とその研究成果を利用して、インターネット基盤

がまだ十分に整備されていない地域の大学に、なるべく安価で即座に実現可能なインターネット

環境整備を行い、その環境を利用してアジアにおける IT人材教育に必要となる技術の研究・開
発を行い、実証実験を通して日本の大学及び教育機関の海外に対する新しい教育手段を提案する

ものである。 

本報告書では、SOIASIAプロジェクトが 2001年 7月より 2002年 3月に行った成果を述べ
る。第 1章ではプロジェクトの全体像を概観する。第 2 章では本プロジェクトを推進するにあ
たって開発した項目を述べる。第 3章では、それらを利用して実際にアジアの７大学と日本の 2
大学と共同で行った実証実験について述べる。最後に、本プロジェクトまとめ、および今後の予

定を第 4章に述べる。 

1.2 プロジェクトの概要 

本プロジェクトでは、まず、アジアの中で比較的インターネットの整備が遅れており、広帯域

のインターネット環境を整備しにくい地域から、７つの大学を選定し（表１）、人材育成の協力

パートナーとしての体制を確立した（３．１参照）。 

受信専用の衛星回線を活用し、UDLR（Uni Directional Link Routing）技術により受信方向
の帯域を６Mbpsに補強することで、比較的安価でかつ短期間に、パートナーサイトのインター
ネット環境を整備するための標準的 SOIASIA サイトの設計を行った（２．１参照）。その設計
に基づいてパートナーの 7大学においてインターネット基盤の構築を行った（３．２参照）。 

本プロジェクトでは、高価な衛星回線を効率的に利用するために、マルチキャスト技術を利用

した。加えて、IPv4 / IPv6 プロトコルによるマルチキャストファイル転送ソフトウェアを開発
し、教育コンテンツを効率的に配布するための基盤を構築した。これにより、限られた衛星回線

を効率的に利用し、授業コンテンツ等のデジタルデータを同時に複数の大学に配信することが可

能となった（２．３参照）。 
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さらに、日本にある教育資源をアジアで広く利用可能にするために、日本語でのビデオコンテ

ンツに英語字幕を表示させる機構を開発した（２．４参照） 

 

表 1 SOI-ASIAプロジェクトのパートナー大学 

大学 地域 国 

ブラビジャヤ大学 
(Brawijaya University) 

ジャワ島東部 
マラン 

サムラトランギ大学 
(Sam Latulangi University) 

スラウェシ島 
メナド 

ハサヌディン大学 
(Hasanuddin University) 

スラウェシ島 
マカッサル 

インドネシア共和国 
(Republic of Indonesia) 

ラオス国立大学 
(Laos National University) 

首都ヴィエンチャン ラオス人民民主共和国 
(Lao P.D.R) 

ヤンゴンコンピュータ大学 
(University of Computer Studies,  
Yangon) 

首都ヤンゴン ミャンマー連邦 
(Union of Myanmar) 

チュラロンコン大学 
(Chulalongkorn University) 
AIT 
(Asian Institute of Technology) 

首都バンコク タイ王国 
(Kingdom of Thailand) 

 

図１に、これらの基盤を統合的に利用した場合のプロジェクトの概念図を示す。 

 

図 1 プロジェクト概念図 
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統合的な実証実験として、各大学のインターネット環境等に適合したリアルタイム授業システ

ムを構築し、各大学に向けて、北陸先端科学技術大学院大学及び慶應義塾大学からリアルタイム

授業配信を 2002年 2月～3月に合計８回（各 3時間）実施し、評価を行った（３．３参照）。 

また、SOIが蓄積している教育資源の中から 10講義をアジア向けに英語対応に開発し、マル
チキャストファイル転送技術を用いて各サイトの SOI ミラーサーバに配布し、教育現場での利
用を行った（３．４参照）。
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2 基盤開発 

本章では、プロジェクトの実証実験に利用したインターネット技術、開発したマルチキャスト

ファイル転送ソフトウェア、および国際化のためのツールについて簡単に述べる。 

2.1 衛星を利用したインターネット環境 

本プロジェクトのパートナーの特徴は、インターネットの開発がまだ十分でないこと、また、

その開発が困難である何らかの理由があることである。そこで本プロジェクトは、短期間で効果

的なインターネット環境の充実を図るために、衛星回線を用いたインターネットを利用すること

にした。衛星回線は、短期間で、地理的な場所に依存せずに回線を構築できるという特徴を有し

たインフラである。衛星回線を利用することにより、地上線の有無に関わらず、島嶼や山間部で

もインターネット環境を構築することができ、学生はどのような地域にいても、広帯域なインタ

ーネット環境を利用して授業を受けることが可能となる。 

しかし、双方向の衛星地球局は非常に高価であり、また国によっては、送信のためのライセン

ス取得には大変時間がかかることが AI3 の経験から証明されている。一方、受信専用局はこれ
と比較すると安価で設置することが可能であり、受信専用局のライセンス獲得は比較的容易であ

り、また国によっては不要な場合もある。これらのことから、本プロジェクトでは、双方向の衛

星回線ではなく、廉価で設置が容易な衛星受信専用局を利用して、衛星回線は片方向回線として

利用する手法を採用した。 

片方向の衛星回線をインターネットインフラとして利用するためには、IETFで標準化されて
いる UDLR(UniDirectional Link Routing)技術を利用した。UDLRを利用することで、受信は
衛星経由、送信は地上線という非対称リンクを有効に利用したインターネット基盤を構築した。

例えば、各サイトブラウザから日本のコンテンツをダウンロードしたい場合、サイトにあるクラ

イアント用マシンから衛星受信ルータにリクエストが出ると、各サイトの地上線インターネット

を通って日本にリクエストが送られ、リクエストを受けたコンテンツサーバは、リクエストを出

したサイトに衛星を利用したインターネット経由でコンテンツを送られる。このように、UDLR
は帯域の細い地上インターネットと広帯域の衛星インターネットを用いて、ユーザに意識をさせ

ることなく、広帯域なインターネット環境を提供することができる技術である。 

本プロジェクトでは、AI３プロジェクトが提供する片方向衛星基盤を利用して、約 6Mbpsの
受信帯域を従来のインターネット接続に加えて提供することで、比較的安価な投資で、より円滑

な遠隔教育プログラム運営を可能とした。一般に、映像・音声を利用する授業を日本から良好な

品質で受信するためには、1Mbps 程度の十分な帯域の通信速度が要求されるが、この技術を利

用することにより、サイトの通常のインターネット接続形態はどのような帯域であっても、授業

配信に必要な帯域を確保することが可能となった。 

図２に標準的な SOIASIAサイトのインターネット環境構成図を示す。各サイトには、128kbps
程度のインターネット接続があることを前提に、衛星受信アンテナ、衛星受信箱、衛星受信ルー

タ、SOI サーバを設置した。衛星受信アンテナで受信された搬送波は衛星受信箱で復調され、
Ethernet パケットに変換される。また、このパケットは衛星受信ルータを使って経路制御され
る。左半分がプロジェクトで提供する部分、右半分が各サイトで準備する部分とした。パートナ

ーの中にはインターネット接続の条件を満たさないサイトもあったが、地上線を利用したインタ

ーネットへの接続性が欠けている状態でも、授業の配信を確立させることに成功した。 
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実証実験では、この衛星受信専用局を各パートナーサイトに設置し、衛星回線を使ったインタ

ーネットを利用して授業を配信した。また、各サイトからのフィードバックには地上線を利用し

たインターネットを使い、E-Mail や IRC などの文字情報のやり取り、及び Polycom や

Netmeetingなどのビデオカンファレンスツールを通して行った。 

 

IF Coaxial Cable

Satellite
Receiver

LAN

JCSAT-3 C-Band C-7 transponder

L-Band (950 - 1450MHz)

Terrestrial Internet

SOI Server
& Web Proxy

Provided by SOI Asia Project

Prepared by Institution

SOI Clients

UDL 
Receive Router

Campus
LAN

Campus
LAN

 

図 2 プロジェクトネットワーク構成図  

 

2.2 マルチキャストファイル転送ソフトウェア 

オンデマンド授業を各サイトに配送するために、 IPv4 / IPv6 プロトコルとマルチキャス
ト技術を用いたコンテンツ配送ソフトウェアを開発した。このソフトウェアには、衛星回線は高

価であること、同じコンテンツデータを各サイトに配送したいことを考慮して、マルチキャスト

技術を採用した。また汎用性を上げるため、次世代インターネットプロトコルである IPv6もサ
ポートしている。全体の構成図を図３に示す。 

本ソフトウェアは、Multicast Data Distribution Server (MCDDS)と Multicast Data 
Distribution Recevier (MCDDR)間で、ファイルの転送を行う。ファイル転送は、以下３つの配
送モードで処理することができ、アプリケーションはその目的によって、適切なモードを採用し

て転送を行うことができる。 

 
(1) Close mode : 限定した受信ノードのみへの配信 

- MCDDSから受信者の Listを送付し、その受信者のみが受信する。 
- NACK  baseで再送要求は受け付ける。 
- 受信完了したら受信ノードは送信ノードとの間で tcp の sessionを張り、ACKを伝えるの
で、受信ノードごとの受信成否を送信ノードが把握可能。 

(2) Open mode : 不特定多数のノードへの配信。 

- 全てのノードが受信する。 
- 受信メンバーに自分が含まれている場合は、NACK base で再送要求をする。 
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- 送信ノードは、Memberlist で指定した受信ノードについては、受信が完了したかどうか
を、把握できる。 

Ø あらかじめ定められたグループメンバーの受信者は、TCP で報告する？ 

Ø そうでない受信者は、UDPで報告する？ 
 (3) One way mode : 片方向の Broadcast 型配信。 

- 全てのノードが受信する。 
- 片方向なので、NACK baseでの再送は行わないが、複数の連送を行い、ある程度信頼性を
向上させる。 

- 受信完了しても、受信ノードは ACK を返さず、受信完了ノードを送信ノードで把握できな
いが、他のモードに比較してスケーラビリティはある。 

また、各サイト固有の処理を行ってコンテンツの調整を行うための機能として、ファイル

受信を開始する前に実行するプログラム（前処理プログラム）、ファイル受信を完了した後に実

行するプログラム（後処理プログラム）を配信、実行することができる。その際、前処理プログ

ラム、後処理プログラムの配信はせず、MCDDR が既に持っているプログラムを起動だけさせ
ることもできるようになっている。 

ファイル転送ソフトウェアは配信元のサーバに WEB インターフェースを通して転送ファ
イルの設定、ファイル転送状況の確認、配信先の設定・確認など、各種管理操作を行うことがで

きる。 

 

図３．全体モジュール構成図  
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2.3 教育資源の国際化・英語対応 

英訳文の字幕化には、開発した字幕化ツールを用いた。字幕化ツールは、文字情報とスライド

のタイミング情報から、自動的にビデオ及び資料に字幕で付加するものである。 

以下、字幕情報の作成手順を示す。 

 

（１）英訳 

講義音声を英訳する作業。字幕として表示する文字数に限界があるため、明らかに不要と思わ

れる音声については省略する。 

 

（２）スライド番号の挿入 

STEP1で作成された文字情報に、スライドとの対応情報を挿入する。形式は字幕化ツールによ

って定められる以下の形式とする。 

 

-- スライド番号 --¥r¥n 

該当文章（途中で改行は入れない）¥r¥n 

-- スライド番号 --¥r¥n 

該当文章（途中で改行は入れない）¥r¥n 

-- スライド番号 --¥r¥n 

 

（３）字幕化ツールによる SMIL の作成 

字幕化ツールを用いて、通常のコンテンツ作成時に用いられるタイミング情報（スライドの切

り替わり時間）と STEP2で作成した文字情報から、SMILファイルを作成する。作成される SMIL

ファイル（.rtファイル）の形式は以下のとおりである。 

 

<window type="generic" height="80" width="600" duration="6000" bgcolor="#000000" 

><font bgcolor="#000000"><font size="-2"><font charset="x-sjis" face="aliar" col 

or="#FFFFFF"><center> 

<time begin="表示開始時間(hh:mm:ss)"/><clear/>字幕 

<time begin="表示開始時間(hh:mm:ss)"/><clear/>字幕 

 … 

（４）字幕化ツールによる既存コンテンツの変更 

字幕化ツールを用いて、通常のコンテンツの SMIL ファイルを変更し、STEP3 で作成した字幕

情報がビデオ及び資料と同期して表示されるようにする。 

 
字幕化ツールを利用して作成されたReal Video の画像を図４に示す。 
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英語字幕

英語字幕

 

図 ４ 字幕ツールを利用したアーカイブ授業の例 

 

2.4 リアルタイム授業の環境設計 

リアルタイム授業は慶應義塾大学 SFC（SFC）の Cバンド衛星局を利用してアジアに配信さ
れる。本プロジェクトでは、SFCだけに限らず、SFCとのインターネット接続状況が比較的広
帯域で安定している大学であればどこからでも授業ができることを目的に、標準的なアプリケー

ション構成を決定した。本プロジェクトでは実際に、全ての授業は SFC以外のサイトから実施
された。 

アプリケーションへの要求としては、多地点に同時に配信できること、サイトのインターネッ

ト環境に適した方法で質疑応答ができること、が条件としてあげられた。 

授業配信には、WMT（Windows Media Technology）と、VIC/RATを利用した。 

WMT を用いた授業配信では、SFC授業が行われるサイトで WMT のエンコードを行い、イ

ンターネットを介してデータを SFCの WMT Server にユニキャストで送り、SFCから衛星経
由でアジア各大学にマルチキャストで配信される。授業は 500kbps の品質であり、WMT のマ
ルチキャスト機能を利用して配信を行なうため、どのサイトにも同じ質のデータが配信可能であ

る。 

WMTでは、高品質の映像を届けることができるが、エンコーディング・デコーディング・配
信などにかかるオーバーヘッドのため、受信には約 30秒の遅延が生じる。そのため、質疑応答
時にこの映像・音声を利用するのは運用上困難である。したがって、安定した双方向のインター

ネットが確保できるサイトに対しては遅延の少ない、VIC(映像転送用ソフトウェア )と RAT（音
声転送用ソフトウェア）を利用した。 
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また各パートナーからの質問など、インタラクティブ性を確保するために Netmeeting や 
Polycom などのビデオ会議システムを利用したが、パートナーから日本向けのデータ転送には、
既存の地上線インターネットを利用するため、各大学の回線の状況に左右された。 

教員が利用する PPT はあらかじめ各大学に配布されており、インターネットを介して PPT
スライドの同期を行うソフトウェアである RPTを利用して各地点で共有された。図 5に授業の
構成図を示す。 

 

WMT
Encoder

Polycom/
Netmeeting

RPT

JAIST

UDL
Feeder

WMT
Server

SFC

UDL
Feeder

WMT
Client

Polycom/
Netmeeting

RPT

The Internet

Asia partners

 

図 5 リアルタイム授業構成図 

 

各サイトのインターネット通信状況に合わせて、上記に述べたアプリケーションを組み合わせ

たリアルタイム授業実施の形態を、以下４つのタイプに分けて決定した。 

 

（１） 完全双方向サイト：128kbps程度の安定した戻りがあるサイト  

• 日本からの映像・音声－VIC/RAT 
• 日本への映像・音声－Polycom 
• 授業資料の同期－RPT 
• 質疑応答－映像・音声および BBS 

（２） セミ双方向サイト：戻りがあるが不安定なサイト 
• 日本からの映像・音声－WMT（Windows Media Technology） 
• 日本への映像・音声－Polycomあるいは NetMeeting 
• 授業資料の同期－RPT 
• 質疑応答－映像・音声、チャット(IRC)、BBSを併用 
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（３） セミ片方向サイト：衛星とは独立したダイアルアップのみで授業中接続可能 
• 日本からの映像・音声－WMT（Windows Media Technology） 
• 日本への映像・音声－なし 

• 授業資料の同期－なし 
• 質疑応答－チャット(IRC)、BBSを併用 

（４） 完全片方向：衛星とは独立したダイアルアップのみでメールのみ可能 
• 日本からの映像・音声－WMT（Windows Media Technology） 
• 日本への映像・音声－なし 
• 授業資料の同期－なし 
• 質疑応答－休み時間にメールで送信 

 

パートナー7大学は上記のいずれかのタイプで授業を実施した。詳細は、３．２パートナー大
学の状況で述べる。 
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3 実証実験 

2 章で述べた基盤環境を実際にアジアのパートナー大学に設置し、IT 人材育成のための教育

協力の実証実験を行った。本章では、そのパートナー大学の選定、各サイトでのインターネット

基盤構築、日本からの授業実施など、実際に実施した活動に関して報告する。 

3.1 パートナー大学選定 

条件に合致するパートナーを選定するため、インドネシア、タイ、ラオス、バングラデッシュ、

ミャンマー、マレーシアなどの大学事情、IT 事情、に関する事前調査を行った。その資料を基
に、「先進国と発展途上国」、「都市と地方」といった既存の格差構造が拡大された“デジタル・

デバイド”が発生している地域で、逆に従来の社会格差構造を、IT技術の利用によって縮小し、
“デジタル・オポチュニティー”を作り出すことを目的としてパートナー大学の選定を行った。 

大学に対しては、下記の条件を提示し、プロジェクト参加に興味があり、かつ実現可能である

かどうかを判断した。 
• 適切な角度で衛星アンテナを設置可能な場所があること。 
• アンテナから UDLRルータを設置するサーバルームへのケーブル工事が可能である
こと。 

• UDLRルータを設置するサーバに電源供給が可能なこと。 

• サーバルームにミラーサーバ（LinuxPC）を準備可能なこと。 
• ミラーサーバ、衛星インターネット間の LANを構築できること。 
• インターネット接続性を持っていること（帯域は問わない）。グローバル IPアドレス
を利用可能であることが望ましい。 

• 環境構築のために政府の許可取得のための作業・支援が可能であること。 
• Linuxサーバを管理できるエンジニアをアサインできること。 
• 授業のプラン、実施、評価の各段階でアシスタントがアサインできること。 

また、SOIASIAプロジェクトからは下記の点を約束した。 
• 衛星アンテナとその工事。 
• 衛星インターネット環境の構築とサーバセットアップ。 
• ミラーリングのためのソフトウェアの構築及び運用方法の伝達。 
• リアルタイム授業とオンデマンド授業の提供。 

 

対象大学として選ばれた大学のうち、タイのバンコクにあるチュラロンコン大学、AIT を除
いた 5大学は、これまで比較的発展から取り残されてきた地域にある大学である。 

1人当たり GDP が 200US$～400US$程度のラオス（2000年で 273$）やミャンマー（1999
年推定 300$）のような国については、国内における地域格差よりも他国との格差解消を重視し、
国の中心部を拠点に選定を行った。この結果選定された大学は、ラオスの首都ヴィエンチャン（た

だし大学は国内に 1 大学しかない）及び、ミャンマーの首都ヤンゴンにある大学となった。一
方、国内高等教育機関が特に国の中心部で育ってきているインドネシア（2000 年 GDP per 
capita US$728.1）では、国内の格差縮小のために、東インドネシア地方を重視し、東インドネ
シアの 3大学をパートナー大学として選んだ。 

その結果、表１で示す７大学を選定し、プロジェクト推進のためのチームを確立した。 
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3.2 授業受講のための環境整備 

本プロジェクトでは、図 6、表 2で示す標準環境を、各サイトに整備した。この構成は、２章

で述べた衛星インターネットの環境の上で、リアルタイム授業を受信するためのクライアント、

及び教員との質疑応答を行うための環境構築などを含んでいる。 

2001年 11月～12月でアンテナの設置を実施し、2002年 2月～3月の期間に日本からのスタ
ッフと現地スタッフの協力により、下記の環境構築を行った。 

 

Receive
Router

SOI Server
Unix

Campus
gateway

SONY
Box

co-ox cable

Campus LAN/
Internet

RO Dish

SW

SOI client
win2000

staff pc

client for 
realtime & archive

General Setup
Configuration

 

図 6設置機器構成図 

表 2設置機器リスト  

Sony Box / 
 

IP通信用機能付衛星受信チューナ  
衛星データを IPパケットに変換 

Receive Router 片方向リンクを含む経路を制御するための PCルータ 

SOI Server 
 

アーカイブ講義のミラーリングサーバ 
OSは LinuxRedHat6.2であり、WWWサーバと Realサーバが動作 

SOI Clients 
 

リアルタイム講義における講義映像及び音声の受信 PC 
Windows Media Player が動作し、教室にプロジェクタで投影される 

Staff PC リアルタイム講義でスタッフのコミュニケーションに使用される PC 
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3.3 パートナー大学の状況 

以下に、７大学での受入状況、参加学生、SOIASIAで整備したインターネット環境、授業受

講環境について整理する。 

3.3.1   ブラビジャヤ大学 ( Brawijaya University )  

カウンターパート 全学的に受け入れ 

受講者  

 
 

コンピュータのバックグラウンドを持つ学生や教職員 20名程度、遠隔
教育とは何かを知るために受講する各学部の学部長クラスが 20名程
度、全体で 50名程度。 

セミ双方向サイト 環境 

 学内 LANは整備されている。外線は本プロジェクトのため 256kbps
に増速されたが、大学全体で共有しているため通信は困難な状況。 

授業の環境 

 

Windows Media Player により日本からの映像・音声受信。 
ブラビジャヤ側からは Netmeetingを使って日本へ映像・音声送信。 
双方向リアルタイムの質疑応答が可能。 

プリントアウトした資料を配布。 

PowerPoint は、あらかじめ両方にファイルを保持しており、RPT ツ
ールによってめくったタイミングを送ることにより、ブラビジャヤ側

でも同時にページが変わる。また、マウスを動かせば、その動きも対

地で再現される。 

備考 外線を利用した Netmeeting での質疑応答は、帯域が充分でないため
に、音声・映像共に認識が困難だった。 
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3.3.2 ハサヌディン大学 ( Hasanuddin University )  
 
カウンターパート Center for Public Policy and Development Management Studies 
受講者  大学全体から興味のある受講者（IT技術そのものと、遠隔教育システ

ムについて）を募る。近郊の大学からも IT関連の講師を招待。  

セミ双方向サイト 環境 

 学内 LANは寸断中。当該センターでは 15台のコンピュータがあり、
自習用に利用可能。外線はモデムが利用され、36kbpsの接続があるが、
充分とはいえない。 

授業の環境 

 

Windows Media Player により日本からの映像・音声受信。 
ハサヌディン側からは Netmeetingを使って日本へ映像・音声送信。 
双方向リアルタイムの質疑応答が可能。 

プリントアウトした資料を配布。 

備考 落雷・停電が頻繁に起きるため、PCなどの機器が壊れやすい。Network
の設定に留まらず、電源供給に対する対策を練る必要がある。 
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3.3.3 サムラトランギ大学 ( Sam Ratulangi University )  

カウンターパート 全学的に受け入れ 

受講者  主として Civil Engineeringなどの IT関連の学生、教師、遠隔教育に
興味のある教職員。 

完全双方向サイト 環境 

 外線は 128kbpsだが、ここから繋がる PCの台数が限られるため、接
続は常に良好。 

授業の環境 

 

Windows Media Player により日本からの映像・音声受信。 
Polycom を利用した双方向リアルタイムの質疑応答が可能。 
PowerPoint は、あらかじめ両方にファイルを保持しており、RPTツ
ールによってめくったタイミングを送ることにより、サムラトランギ

側でも同時にページが変わる。また、マウスを動かせば、その動きも

対地で再現される。 
その他、プリントアウトしたものを配布。 
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3.3.4 ラオス国立大学 ( Laos National University )  

 
カウンターパート 工学部  

受講者  大学院レベルのコースはないので、コンピュータ専攻の講師 8名、他
専攻のコンピュータ関連の講師 7名、計 15名 が受講。 
セミ片方向サイト 環境 

 学内 LANは部分的に繋がっている。本プロジェクトのサーバとダイヤ
ルアップルータを通して接続を試みるが、失敗。大学としては、モデ

ムを介した接続を行う。 

授業の環境 

 

・ 日本側からは WMT(500kbps)を使って映像・音声を受信。エンコ
ーダ・サーバを経由して約 10秒～15秒の遅延あり。 
・ ラオス側からは、ダイアルアップのインターネットで日本側と

Chatをして質問やラオス側の状況説明を行い、日本側から映像と
音声で返答をして双方向性を保つ。その他、プリントアウトしたも

のを配布。 

備考 リアルタイムで画像や音声を日本側に送れないため、Chatを通して質
疑応答を行うため、臨場感に欠ける。 
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3.3.5 ヤンゴンコンピュータ大学( University of Computer Studies, Yangon)  

 
カウンターパート 全学的に受け入れ。大学の上部機構である科学技術省副大臣がプロジ

ェクト全体のリーダー。 

受講者  新設の博士後期課程 45名、修士課程 100名のうち、 80名程度が毎週
受講。リアルタイム授業の後少人数クラスに分けて復習クラスを持っ

ている。 

完全片方向サイト 環境 

 学長のみ E-mail利用が可能だが、学内の PCは学長室にあるものを除
きネットワークに繋がっていない。 

授業の環境 日本側からは WMT(500kbps)を使って映像・音声を受信。 
エンコーダ・サーバを経由して約 10秒～15秒の遅延あり。 
ミャンマー側からの反応は現況では E-mailを使って授業中に数回行
い、日本側から映像と音声で返答して双方向性を保つ。 
1つのスクリーン  

備考 リアルタイムで音声・映像を使った質疑応答を行うため、専用線の引

き込みを計画中。 
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3.3.6 チュラロンコン大学 ( Chulalongkorn University )  
 

カウンターパート 工学部コンピュータ工学科 

受講者  工学部コンピュータ工学科の修士課程の学生 8名 が参加者。学内の各
方面からゲストあり。 

完全双方向サイト 環境 

 ネットワークへの常時接続性があり、学内 LANは完備。工学部コンピ
ュータセンターでは、工学部の PCを一元管理している。 

授業の環境 ・ VIC(500kbps)/RAT により遅延のない日本からの映像・音声受信。 
(フルスクリーンではない。それなりに鮮明だが、PPTの文字は小
さいと読めない。 
・ チュラ側からは Polycomを使って日本へ映像・音声送信。双方向
リアルタイムの質疑応答が可能。 
・ 3つのスクリーン。左から RPT、VICによる JAISTリアルタイム
画像、Polycomによるチュラ側画像。 
・ PowerPoint は、あらかじめ両方にファイルを保持しており、RPT
ツールによってめくったタイミングを送ることにより、CHULA側
でも同時にページが変わる。また、マウスを動かせば、その動きも

対地で再現される。 

・ その他、プリントアウトしたものを配布。 
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3.3.7 AIT ( Asian Institute of Technology)  
 
カウンターパート 工学部  
受講者  各授業に興味のある学生を工学部から集める。 

環境 

 

AI3プロジェクトのパートナーでもあり、Ku-Bandの衛星を利用した
ネットワーク接続で奈良先端科学技術大学と繋がっている。 

授業の環境 ・ Windows Media Player により日本からの映像・音声受信。 
・ AIT側からは Polycomを使って日本へ映像・音声送信。 
・ 双方向リアルタイムの質疑応答が可能。 
・ PowerPoint は、あらかじめ両方にファイルを保持しており、RPT
ツールによってめくったタイミングを送ることにより、AIT側でも

同時にページが変わる。また、マウスを動かせば、その動きも対地

で再現される。 
・ プリントアウトした資料を配布。 
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3.4 リアルタイム授業の実施 

SOI ASIA プロジェクトでは高等教育に貢献するために、インターネットを利用してアジアの

7つパートナー大学に対して、日本からの授業配信を行った。授業のコンテンツは、情報技術関
連の講義であり、アジアの学生はインターネットを利用した授業配信により、基本的な授業から

専門的で高いレベルの授業を各パートナー大学にいながらにして受けることができた。 

リアルタイム授業は、WIDE プロジェクト代表でもある慶應義塾大学の村井純教授からのス
ピーチ及び、北陸先端科学技術大学院大学の 4講師から ITに関する授業を 4回シリーズで 2回
に分けて配信した。 

表 3リアルタイム授業リスト  

講師 トピック  実施日  

村井純教授 SOI ASIA Project Key Note 2/1, 2/6 
篠田陽一教授  MPLS : A Packet forwarding technology for next 

generation Internet 
2/1, 3/6 

丹康雄助教授  Essential technologies and concepts for home 
networks 

2/8, 4/3 

落水浩一郎教授  Topics in Tools and Environments for a 
Distributed Cooperative Work 

2/15, 3/13 

片山卓也教授  Topics in Object-Oriented Methodoogies 2/22, 3/27 

 

グループ 1を、ラオス・ミャンマー・タイ チュラロンコン大学の 3大学とし、2002年 2月
の毎週金曜日、3時間全 4回に授業を行った。グループ 2を、インドネシア内の 3大学とタイの
AITの 4大学とし、2002年 3月の毎週水曜日に授業を行った。グループ 1の受講者数は合計で
約 100名、グループ 2の受講者数は約 120名だった。授業の状況を表 4、表 5にまとめた。 

 

表 4 グループ 1の状況 

Lec. NO. 日程(JST) タイ ラオス  ミャンマー 詳細 

第 1回 △ △ △ 

第 2回 

02/01/2002 
11:00-14:30 

△ △ △ 

マルチキャスト通信が

SFCサイトで正しくでき
ないことから、WMTが途
中で止まるトラブルが 10

回程度発生 

第 3回 
02/08/2002 
11:00-14:00 

○ ○ × 
ミャンマーで機器故障  

(後日修復) 

第 4回 
02/15/2002 
11:00-14:00 

○ ○ ○ 
 
 

第 5回 
02/22/2002 
11:00-14:00 

× ○ ○ 
タイで ISPがダウン（韓国
の国際海底ケーブルが切

断された全国的な問題） 
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表 5 グループ 2の状況 

Lec. NO. 日程(JST) UNIBRAW UNHAS UNSART AIT 詳細 

第 1回 ○ × ○ ○ 

第 2回 

03/06/2002 
11:00-14:30 

 ○ × ○ ○ 

WIDE合宿(浜松)から実施 
マイク接触不良  

UNHAS：機器故障 

第 3回 
03/13/2002 

11:00-14:00 
○ ○ ○ ○  

第 4回 
03/20/2002 
11:00-14:00 

× × × × 
JAISTで WMT 
エンコーダが故障 

第 5回 
03/27/2002 
11:00-14:00 

○ × ○ △ 

UNHASで機器が故障 
AITで前半マルチキャス
トが通らない問題発生  

(後日修復) 

 

表 3、表 4にあるように、授業配信では安定した運用のための様々な課題が明らかとなった。
これは、電力トラブルや落雷による機器の故障が原因である場合も多かったが、運用上の工夫で

避けられること、また、技術開発の必要な点などいくつかに分類できる。また、現地オペレータ

の教育の必要性についても、再確認された。 

3.5 オンデマンド授業の配信 

これまで SOI プロジェクトで蓄積してきたアーカイブ授業の中からインターネットの基本的
なテクノロジの紹介・概論等、SOI ASIA プロジェクトに有効なものを選択し、特別講義、
Internet Week2000 からの抜粋など、10 タイトルの授業を、開発したツールを用いて英語の
字幕を付け、各パートナー大学に配信した。 

表 6 にオンデマンド授業のリストを示す。各パートナー大学のサーバに配信されたコンテン

ツを利用し、学生がいつでもオンデマンドで授業を閲覧できる環境を構築した。 

 

表 2 オンデマンド授業リスト（SOI-PKG#1）  

ID タイトル  話者 時間 

01 Introduction to Internet Takayasu Matsuura 3時間 

02 Intercept and Intelligence Hopefully Lawful Fred Baker 1.5時間 

03 The Futuer of Internet Vinton Cerf 45分 

04 Making the Dream Real Jawad Khaki 1時間 

05 Introduction to IPv6 Takaharu Ui 3時間 

06 Introduction to Routing Protocol - Basics of the 
Network Design 

Jiro Yamaguchi 3時間 

 

07 Introduction to Internet Security Seiji Kumagai 3時間 

08 Internet Architecture  Jun Murai 3時間 
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09 Introduction to Domain Name and IP address Masahiko Hakota, 
Yoshiko ChongFong 

3 時間 

10 DNS and Mail Motonori Nakamura 3時間 

 

オンデマンド授業の各パートナーへの配布には、本プロジェクトで開発したマルチキャストフ

ァイル転送ソフトウェアを使用した。ビデオファイルなど、サイズの大きなファイル転送の際に

は、ソフトウェアのパラメータを適切に調整しないと正しく転送できないことなどが実証実験に

よって判明した。また、転送には受信側の CPUパワーが多く要求されることが判明したため、
受信用ソフトウェアを稼動させるマシンの選択などに、工夫が必要である。さらに、今回の実証

実験パートナーのケースでは、7箇所全部が安定して接続されていない場合もあったため、7箇
所全体に同時に配布ということが実現できず、数回に分けて配信を行うことが多かった。 

このように、実際に運用ベースで利用するためには、ソフトウェア自体の性能向上、小規模で

はあるが各パートナーサイトの環境の見直しが必要である。 
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4 まとめ 

4.1 プロジェクトの考察 

アジアは民族的・地理的・歴史的・文化的等、あらゆる面で多様であり、各地域が直面する問

題も原因も多様である。しかし、複製が容易で質が劣化しないというデジタルの特性と、一度イ

ンフラが整えば、相手との距離に関係なく安価・即時に情報のやり取りができるというインター

ネットの利点を活かし、地域の核となるべき大学が、国や地域を越えて情報の相互共有を進める

ことができれば、各地域が直面する様々な問題を解決する、地域協力の基盤を形成することが可

能となる。 

特に、資金も人材も限られている途上国の大学にとって、得意分野に重点を置くことは有用で

ある。その際、自らの地域の得意分野を他の大学と共有化し、他地域の優れたコンテンツを利用

できるようになれば、大学強化はより容易になる。 

アジアの複数の国・地域の大学に、ITを活用する遠隔教育によって、 
(1) 大学周辺の地域社会における IT人材の底上げの核となる人材を育成する  
(2) その人材が母体大学の情報化推進の核となり、他の分野の学部に、遠隔教育を活用した強
化プログラム（教員スタッフの研修、共同研究、単位互換によるカリキュラムの質向上等）

を可能とする  

相互に結ばれた各大学と日本の大学が多様な情報の共有を進めることにより、各地域が直面す

る様々な問題を解決し、多目的地域協力の基盤を形成し、デジタル・デバイドの縮小が可能な状

態に近づけば、大きな成果を生むだろう。 

また IT教育が東アジアに必要な要因として、以下があげられる。 

(1) ITは、あらゆる学問分野で必要不可欠なツールとなっているが、どの分野でも IT人材
は不足している。  

(2) IT 分野の人材育成は、修士課程で提供すべき教育要素が他の分野に比較してはっきり
している。  

(3) デジタル教材がもともと多いので、実習指導がコンピュータ上でできる等、ネットワー
ク型コースを提供することになじみやすい。  

(4) IT分野では、他分野に比較して英語による用語の共通理解が進んでいる。  

本プロジェクトは、わずか 6 ヶ月という短期間で顕著な成果を上げ、本目標の実現への大き
な一歩を踏み出した。プロジェクト開始からおよそ 1 ヵ月半の間に各国・地域ごとに全く異な
る IT人材の状況、インフラなどの特性を調べ、協力交渉を行い、パートナー大学となる同意と
各国政府の承認を取り付けられた。更にその間開発された実験実施のための技術がパートナー大

学に導入され、日本からの実験的授業が各大学で同時受講された。4カ国 7大学の受講者は各回
100人を超え、その技術と授業に対する評価は概して高い。また本プロジェクトへの各国・大学
の期待は大変大きい。 

また、本プロジェクトを通して、プロジェクト開始時にはほとんど判明していなかった事項に

ついて、有益な情報が得られた。 
・ どの地域の大学およびその周辺にどの程度 ITインフラ、IT人材があるのか  
・ それぞれの地域は、どのような分野に ITを活用する必要があるのか  
・ その地域で IT人材育成を支援するとしたら、どのようなレベル、方法が適しているのか  
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今後は更に次の点を考慮する必要がある。 
・ 日本の大学がどのようにそのニーズに応えられるのか  
・ 英語でのコンテンツ作り、そのデジタル化をどのように進めれば良いのか  

・ 日本の複数の大学がどのように連携を図っていけるのか  
・ 遠隔教育を活用するとして、どのように顔の見えない学生を評価するのか。またその評価を

どのように現地大学で単位化していくのか（これまでのところ、日本の大学において他の大

学、とりわけ海外の大学に対して単位化できるような継続的な授業は数例を除いてほとんど

行われていない） 

今後、本プロジェクトをモデルとするプロジェクトが生まれ、対象大学の IT人材が強化され
るようになると、IT による遠隔教育を活用してより地域社会の需要に密接に対応している学科
(水産、農業、公衆衛生等) を扱う学科への支援が可能となる。これは、更に「デバイド」を超
えるきっかけを作ることを確信する。 

 

4.2 今後の展開 

本プロジェクトは、IT を利用して、日本がアジアの人材教育の育成に協力するための一つの
具体的な手法を確立し、その可能性を示した。また、衛星インターネットの有用性および、片方

向通信路を持つインターネット基盤技術、UDRLの実用性が検証された。 

しかし、同時に、第 3章の各項目で挙げたように、より安定した運用、また、IT 以外への応
用、日本の実施大学の拡大など、実運用に向けて、様々な方面での、研究、開発、実証実験が必

要であることもわかり、その方向性を明らかにしたといえる。 

また、このようなグローバルな教育環境が構築・整備されていくときに、「単位認定」という

問題煮も積極的に取り組むべきである。海外の大学において、日本の大学授業を受けることで各

大学の単位として認定できるよう、カリキュラムの設定、そのシステムの構築を行うことが急務

である。 

現在は少数の大学が講義の配信元となっており、アジアを対象とした授業配信を行っている

が、本プロジェクトの経験を元に、将来的には IT関連に関わらず多分野への授業展開、日本か
らの授業だけではなく、各国の授業が相互に単位交換できる仕組みを構築し、デジタルデバイド

を解消しつつ、世界中の先生が授業を発信し、世界中の学びたい学生が受講できるような環境を

目指し、今後も研究・活動を継続していく予定である。 
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